
令和 5 年 3 月 1 日 
こども家庭庁長官 殿 

                                                                                             
                   
                              機関名  福岡大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  永田 潔文         
 

   次の職員の令和 5 年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業                      

２．研究課題名  身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）に乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・ 

         発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究     

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部小児科・教授                       

    （氏名・フリガナ） 永光 信一郎・ﾅｶﾞﾐﾂ ｼﾝｲﾁﾛｳ                        

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 





令和 6 年 3 月 29 日 
こども家庭庁長官 殿 

                                                                                             
                                 国立研究開発法人 
                              機関名 国立成育医療研究センター 

 
                      所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                              氏 名  五十嵐 隆          
 

   次の職員の（令和）5 年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名  成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業                      

２．研究課題名  身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）に乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・
発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究   

３．研究者名  （所属部署・職名） 小児内科系専門診療部こころの診療科・統括部長                                 

    （氏名・フリガナ） 小枝 達也 ・ コエダ タツヤ                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ☑   □ ☑ 国立成育医療研究センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ☑ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ☑ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ☑   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ☑ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ☑（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



こども家庭庁長官 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和6 年 4 月 26 日

愛知小児保健霊療総合センター

センター暴

伊 藤

次の職員の 令和 5 年度こども家庭科学研究費の調査研究にお:する、倫理審査状況及び利益相反等の管理
|こついては以下のとおりです。

だ孝、1.・研究事業名

2.研究課題名 身体納・ ・ 社会的 (bi vchosocial ) {: 児・学董・ 命

の (21DA1001)

3.研究者名 f断 範轍聾・ 職嘉 ) 供 機 ヤ ンター・ 室 畢

(氏名・ フリ )杉 ::鑽   至郎・スギウ シロウ

4.倫理審査の状況

(※ 1)

クじ一一部若しく

その他 (特記事項)

る た り べ き る

完了していない場合は、F未審査」|こチェックすること。

んでいる 」 :こチェッ

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)該当性の有無

有  無 審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針 (※ 3)
菫   濾 ■ 自

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 圃   ロ 口 □

その他、該当する倫理指針があれ :ゴ記入すること

(指針の名称 :              ) □   ■ □

(※2)未審査:こ場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究|こ関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、F人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針1に準拠する場合は、当該項目に記入すること,

5。 こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 日  米受講 醸

6.禾lj益相反の管理

・該当する目まこチェックを入れること。
・分撞研究者め所属する機関の長も作成すること。

当研究機関:こおけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 菫 無 口 (無の場合|まその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 醸榔総齢 |ま委託先機関 :

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 薔 無 轟 (無の場合はその理由

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 曇 無 種 (有の場合!まその内容

(留意事項)

健LttLなな重魔二1』簑量生三主重垂主ニションアプローチで切れ圏なく支援するため



令和６年３月２９日 
こども家庭庁長官 殿 

                                                                                             
                   
                              機関名  国立保健医療科学院 

 
                      所属研究機関長 職 名  院長 
                                                                                      
                              氏 名  曽根 智史          
 

   次の職員の令和５年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業                      

２．研究課題名  身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）に乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・    

 発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究       

３．研究者名  （所属部署・職名） 疫学・統計研究部・部長                        

    （氏名・フリガナ） 上原 里程・ウエハラ リテイ                     

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 6 年 3 月 29 日 
こども家庭庁長官 殿 

                                                                                             
                                 国立研究開発法人 
                              機関名 国立成育医療研究センター 

 
                      所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                              氏 名  五十嵐 隆          
 

   次の職員の令和５年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業                      

２．研究課題名  身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）に乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・
発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究   

３．研究者名  （所属部署・職名） 小児内科系専門診療部こころの診療科・臨床研究員                                 

    （氏名・フリガナ） 小倉 加恵子 ・ オグラ カエコ                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ☒ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ☒ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ☒ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講  ☒   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ☒ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ☒ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ☒ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ☒（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和６年 １月２９日 
こども家庭庁長官 殿 

                                                                                             
                   
                              機関名 国立大学法人岡山大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 那須 保友          
  
 

   次の職員の令和５年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業                      

２．研究課題名  身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）に乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・

発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究             

３．研究者名  （所属部署・職名）学術研究院医歯薬学域・准教授                      

    （氏名・フリガナ）岡田 あゆみ・オカダ アユミ                      

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和6年 3月 26日 
こども家庭庁長官 殿 

                                                                                             
                   
                              機関名  獨協医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                       
                              氏 名  吉田 謙一郎     
 

   次の職員の令和５年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業                      

２．研究課題名  身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）に乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・

発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究    

３．研究者名  （所属部署・職名）   医学部・特任教授                      

    （氏名・フリガナ）   作田 亮一（サクタ リョウイチ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 6年  3月  28日
こども家庭庁長官 殿

機関名  福岡県立大学

所属研究機関長 職 名  学 長

氏 名  柴田 洋二郎

次の職員の (元号)年 度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理
については以下のとおりです。

1。 研究事業名 成育疾患克服等次世代育成果盤研究事業

2。 研究課題名 影7像 白ヽ勺・米音ネ申白勺 0ネ十者さ白勺 (bi00svchOsOcia に乳幼児 0学童・思春期の健やかな成長 。

発さをポピュレーションアプローチで切れ 目な るための社会実装化研究

3.研究者名 (所属部 署 ・職ス ) 看護学部・教授

(氏名 ・ フ ガナ )  松浦  腎岳 マツウラ ケンチョウ1リ

4。 倫理審査の状況

(※ 1) る に た り に る 貝 の 済んでいる 、「審査済み」にチェッ
クし一部若 しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5。 こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について

「人を対

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針 (※ 3)
□

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6。 利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。
O分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

(留意事項 )

□   ■

□



令和 6年 3月 21日
こども家庭庁長官 殿

機関名 久留米大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 内村 直尚

次の職員の令和 5年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に
ついては以下のとおりです。

1。 研究事業名 __成立基l昼立■l豊三望ヽ型」工量菫整りし壁≧國E■生皇業【麗LttEl⊇」並重」堅」亜菫塾」墜笠壁金I正究≡翼L_____二

2。 研究課題名 _輩壁望■」童皇皇上生金重」h⊆堅型⊇望重m__■奎壁理■主主童二_昼蓋墓』國Ξ重亘奎宝贄笙生 ___

成長・発達をポピュレーションアプローチで切れ目なく支援するための社会実装化研究

3。 研究者名 r所 屋執嬰 .酔私、 ノ|ヽ 岬科学教室・助劾

(氏名・フリガナ) 酒井さやか 。サカイサヤカ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指 針  (※ 3)
久留米大学

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               )

4。 倫理審査の状況

(※ 1) を るに た り き 関する の んでいる み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5。 こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6。 利益相反の管理

(留意事項) ・該当する国にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

■   □



令和 6 年 3 月 25 日
こども家庭庁長官 殿

機関名 国立大学法人九州大学

所属研究機関長 職 名 総長

氏 名 石橋 達郎

次の職員の (元号)5年度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理
については以下のとおりです。

1.研究事業名 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業

2.研究課題名 身体的・精神的・社会的 (biopsychosocial)に 乳幼児 0学童・思春期の健やかな成長・

生童笙壁望上二」と
=2⊆
互三二.三二三0四璽ヨ塗≦二 慶主聖 L塑璽≧生金」表生1墜壁三二玉21旦墨」囚生 __

3。 研究者名  (所属部署・職名)九州大学病院 精神科神経科 0講師

(氏名 0フ ガナ)山 下  洋 0ヤマ シ タ ヒ ロシリ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

l旨金十 (※ 3)
□   ■ □

遺伝子治療等臨末研究に関する指針 □   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               )
□ □

4。 倫理審査の状況

※ る に ^ミ る んでいる 」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.こ ども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6。 利益相反の管理

該当する国にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

り

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

(留意事項 )



こども家庭庁長官 殿
2024年 ・  4月   11目

機関名国立成育医療研究センター

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 二土嵐 _隆 __

次の職員の (元号)年 度こども家庭科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理
については以下のとおりです。

1.研究事業名 威育療 魚市鵠等次

2.研究課題名 盗艶二■鰹豊豊 二上 金盤豊1童堅整m墜 1重)に乳幼児 ,学菫・思春期の 健やかな成長・発達

をポピュレーションアプロ―チで切れ 目な く支援す るための社会

3.研究者名 イ所饉縄磐・ 職嘉 )ノ lヽ 専門診療部幣形外科・診癬摘善

f氏ス・ フ l,ガ十ゝ汗 棒孝・ ェ グチ ヨ シ タカ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針 (※ 3)
□   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ 口 □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 : 
イ
            ) □   ■ □ □

4.倫理審査の状況

る た り る倫理委員 んでい み」にチ ェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、F人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5。 こども家庭分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する日にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口 (無の場合はその理由 :

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 口 (無の場合は委託先機関 :

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由:

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :

(留意事項 )


